
長峰山は、安曇野市の東に位置し、雄大な北アルプスと、その峰々を背景

に広がる水田、屋敷林や社寺林等の集落の緑、湧水からの流れや川沿いの緑、

わさび畑などが美しく連なる田園景観とともに、安曇野を潤し流れ下る犀川、

高瀬川、穂高川の三川合流地を眼下に見下ろす絶好のビューポイントである。

1970（昭和45）年に、作家の川端康成、井上靖、日本画家の東山魁夷が訪

れ、長峰山からの眺めを「残したい静けさ、美しさ」と絶賛した。山頂部に

は、北アルプスと安曇野のパノラマを満喫できる展望台があり、全国から多

くの観光客が訪れている。

眼下の田園は、北アルプスの山麓の大規模な複合扇状地において、先人た

ちが苦労しながら構築し田畑を潤す拾ヶ堰や、湧水を活用した安曇野のワサ

ビ田が広がる田園景観である。

（文責：藤村忠志・写真・安曇野市）
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三澤陽平

米子瀑布群は、須坂市を流れる米子川の上流、標高約1 ,600ｍ付近に位置す

る。標高差100ｍ、長さ1,000ｍに及ぶ四阿火山カルデラの岩壁があり、その

岩壁および周辺を十数条の滝が流れ落ちている。中心的な滝である権現滝は

落差約80ｍで、轟音とともに直線的に豪快に落ち、不動滝は落差が約85ｍで、

柔らかに広がる霧状の滝である。

この滝を中心とした景観は壮観で、新緑から紅葉まで訪れる人々を魅了し

ている。また、権現、不動の名からも知れるように、権現信仰や不動尊信仰

など古来から信仰性が強く、米子不動尊奥之院や幾多の石仏や祠が建ってお

り、多くの信者が訪れている。

米子瀑布については、『信濃奇勝録』（1834年）や『信濃宝鑑』（1900
年）にも記述され、古くから親しまれ、1972年に須坂市指定名勝「米子の瀑
布」に、1990年には、日本の滝100選「米子大瀑布」に指定された名瀑であ
る。2016年には、国指定名勝「米子瀑布群」に指定された。

（文責：三澤陽平 写真：須坂市）
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上信越高原国立公園の志賀高原を源とする横湯川沿いに点在する温泉地一

帯は「湯田中渋温泉郷」と称されている。現在９つある温泉地のなかで、

「渋温泉」は湯田中と並び規模も大きく、湯煙立ち上がる石畳の情緒あふれ

る温泉街である。源泉が数多く存在し、豊富な湯量と泉質が魅力で、九湯め

ぐり（厄除巡外湯めぐり）は名物のひとつとなっている。

今から約1300年前の奈良時代、僧・行基が開湯したと伝えられる。山深

い温泉地のため、土砂災害等に度々見舞われるも、再興を繰り返しながら湯

治場として栄えてきた。温泉地を取り巻く豊かな自然と、鉄道など交通の進

展に伴って、大正から昭和初期に建てられ増改築を繰り返した複雑な木造建

築が多数残る、独特の町並み景観が魅力となっている。

渋温泉は、温泉地としての歴史、街並み景観、近隣のスキー場や取り巻く

自然、そこに暮らす野生生物と人とのかかわりなどが一体となって多くの人

を魅了している。
（文責：田口ちはる 写真（下） 山ノ内町）



地獄谷野猿公苑は、志賀高原から流れ出る横湯川の渓谷にある地獄谷温泉

に位置し、標高は８５０ｍで冬には1ｍを越える積雪がある。

開苑は、1964（昭和45）年で「猿と人間の共生を観光客に見せること」

に徹し、ニホンザルの生態を間近で観察できる「野猿公園」として、殊に雪

景色の中、温泉に入るニホンザル “ snow  monkey（スノーモンキー） ”が国

際的に知られ、国内外から多くの観光客が訪れている。

もともとは、リンゴ畑などサルによる農業被害対策として山中で餌付けを

試み、1962年ころ餌付けに成功したもので、その後「猿と人間の共生」の

ための餌付けの可否の議論や工夫、猿専用の露天風呂の整備などが行われた。

また、入苑時の禁止事項などが定められるとともに学術的な生態調査研究も

続けられ現在に至っている。

（文責：佐藤博文 写真 山ノ内町）
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